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【出願番号】特願2014-111810(P2014-111810)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月22日(2014.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の目的は、電子メールから取得した時間の情報を用いて、効率的なメールの提示
を可能にする撮像装置、その制御方法、及びプログクラムを提供することである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、電子メールを記憶する記憶手段を備える情報処理システムであって、前記記
憶手段に記憶された電子メール内の情報を解析することにより、当該電子メールにかかる
時間情報を特定する第１の時間情報特定手段と、現在の時間の情報を特定する第２の時間
情報特定手段と、前記第２の時間情報の示す時間の後の時間を示す前記第１の時間情報の
特定元である第１の電子メールを特定する第１の電子メール特定手段と、前記第１の電子
メール特定手段で特定された前記第１の電子メールを、他の電子メールに優先して表示す
るように表示順を決定する決定手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によれば、電子メールから取得した時間の情報を用いて、効率的なメールの提示
を可能にする撮像装置、その制御方法、及びプログクラムを提供することが出来る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子メールを記憶する記憶手段を備える情報処理システムであって、
　前記記憶手段に記憶された電子メール内の情報を解析することにより、当該電子メール
にかかる時間情報を特定する第１の時間情報特定手段と、
　現在の時間の情報を特定する第２の時間情報特定手段と、
　前記第２の時間情報の示す時間の後の時間を示す前記第１の時間情報の特定元である第
１の電子メールを特定する第１の電子メール特定手段と、
　前記第１の電子メール特定手段で特定された前記第１の電子メールを、他の電子メール
に優先して表示するように表示順を決定する決定手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記第１の時間情報特定手段で特定した前記第１の時間情報と、前記第２の時間情報特
定手段で特定した前記第２の時間情報との差の時間を算出する時間差算出手段と、
　前記第１の時間情報と前記第２の時間情報との差の時間と、前記決定手段で優先して表
示制御すべきと決定されるために用いられる表示の優先順位との表示組み合せ条件が設定
されている時間順優先順位記憶手段と、
　を備え、
　前記決定手段は、前記時間差算出手段で算出した前記差の時間と、前記表示組み合せ条
件とを用いて、前記第２の時間情報の後の時間を示す前記第１の時間情報の取得元の電子
メールを、他の電子メールに優先して表示するように表示順を決定することを特徴とする
請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記記憶手段に記憶された電子メールを解析することにより、当該電子メールにかかる
位置情報を特定する第１の位置情報特定手段と、
　電子メールを表示する端末装置の現在の位置の情報を特定する第２の位置情報特定手段
と、
　前記第１の位置情報と前記第２の位置情報との間の距離を算出する距離算出手段と、
　前記距離算出手段により、過去に算出した前記第１の位置情報と前記第２の位置情報と
の間の距離と、新たに算出した前記第１の位置情報と前記第２の位置情報との間の距離と
の距離である移動距離を算出する移動距離算出手段と、
　を備え、
　前記決定手段は、前記電子メールを前記移動距離算出手段で算出した距離が大きい順に
ソートすべく、電子メールの表示順を決定することを特徴とする請求項１又は２に記載の
情報処理システム。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記電子メールを、前記第１の位置情報と前記第２の位置情報が近づ
いたことを示す前記移動距離の大きい順にソートすることで、ソート順において、前記電
子メールを、前記電子メールより下の順にソートされた電子メールに対して優先して表示
するように制御すべきメールとして決定することを特徴とする請求項３に記載の情報処理
システム。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記記憶手段に記憶された未読メールの表示順を決定することを特徴
とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項６】
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　前記第２の時間情報の示す時間の前の時間を示す前記第１の時間情報の特定元である第
２の電子メールを特定する第２の電子メール特定手段と、
　を備え、
　前記決定手段は、前記第１の電子メール特定手段で特定された前記第１の電子メールを
、前記第２の電子メール特定手段で特定された前記第２の電子メールに優先して表示する
ように表示順を決定することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処
理システム。
【請求項７】
　電子メールを記憶する記憶手段を備える情報処理システムの制御方法であって、
　前記記憶手段に記憶された電子メール内の情報を解析することにより、当該電子メール
にかかる時間情報を特定する第１の時間情報特定工程と、
　現在の時間の情報を特定する第２の時間情報特定工程と、
　前記第２の時間情報の示す時間の後の時間を示す前記第１の時間情報の特定元である第
１の電子メールを特定する第１の電子メール特定工程と、
　前記第１の電子メール特定工程で特定された前記第１の電子メールを、他の電子メール
に優先して表示するように表示順を決定する決定工程と、
　を含むことを特徴とする情報処理システムの制御方法。
【請求項８】
　電子メールを記憶する記憶手段を備える情報処理システムで実行が可能なプログラムで
であって、
　前記情報処理システムを、
　前記記憶手段に記憶された電子メール内の情報を解析することにより、当該電子メール
にかかる時間情報を特定する第１の時間情報特定手段と、
　現在の時間の情報を特定する第２の時間情報特定手段と、
　前記第２の時間情報の示す時間の後の時間を示す前記第１の時間情報の特定元である第
１の電子メールを特定する第１の電子メール特定手段と、
　前記第１の電子メール特定手段で特定された前記第１の電子メールを、他の電子メール
に優先して表示するように表示順を決定する決定手段として機能させることを特徴とする
情報処理システムのプログラム。
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